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し げ は る

笑顔の花を
咲かせよう！

盛り上げよう！
おらほの米谷

　

市
で
開
催
し
た「
第
65
回
水
道

週
間
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
」に
、市
内

の
小
中
学
生
な
ど
か
ら
２
５
９
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。入
賞
者

は
、下
記
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

ま
た
、各
部
門
の
優
秀
な
作
品

は
、水
道
週
間
協
賛
懸
賞
募
集（
日

本
水
道
新
聞
社
主
催
）に
出
品
し
、

図
画
小
学
生
低
学
年
の
部
で
阿
部

恵
美
さ
ん（
南
方
小
）、佐
々
木
史

香
さ
ん（
南
方
小
）、習
字
小
学
生

高
学
年
の
部
で
佐
々
木
楠
乃
さ
ん

（
佐
沼
小
）が
入
選
し
ま
し
た
。

◉

阿
部
恵
美（
南
方
小
）

佐
々
木
史
香（
南
方
小
）・

熊
谷
優
月（
南
方
小
）・
鈴
木
愛
理

（
南
方
小
）

◉

地
紙
凜
桜（
南
方
小
）

千
葉
莉
緒（
北
方
小
）・

佐
々
木
結
衣（
南
方
小
）・
阿
部
真

梨
那（
南
方
小
）

◉

柏
﨑
里
緒（
登
米
中
）

佐
藤
ね
い
ろ（
東
和
中
）・

千
葉
あ
こ（
豊
里
中
）・
大
澤
滉
史

（
登
米
中
）

◉

大
久
保
美
祐（
南
方
小
）

佐
々
木
綾
子（
佐
沼
小
）・

三
迫
芽
衣（
佐
沼
小
）・
千
葉
菜
月

（
米
谷
小
）

◉

佐
々
木
楠
乃（
佐
沼
小
）

千
葉
虹
和（
南
方
小
）・
千

葉
陽
菜
乃（
米
谷
小
）・
村
上
絹
花

（
佐
沼
小
）

◉

唐
橋
恵
美（
D
X
P
C
株

式
会
社
）／「
き
れ
い
な
水　

使
う

あ
な
た
が　

作
り
だ
す
」

千
葉
朝
陽（
新
田
小
）・
佐

藤
彩
芽（
津
山
中
）・
小
野
寺
風
菜

（
米
川
小
）

◉

櫻
井
美
月（
登
米
小
）／

「
か
っ
ぱ
が
お
し
え
て
く
れ
た
こ

と
」

◉

阿
部
汐
莉（
豊
里
小
）／

「
わ
た
し
の
水
道
」

※
受
賞
作
品
は
上
下
水
道
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

上
下
水
道
部
経
営

総
務
課（
経
営
管
理
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
３

　

市
で
は
、生
活
環
境
の
満
足
度

や
施
策
の
重
要
度
、市
の
目
指
す

べ
き
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
市
民

の
皆
さ
ん
の
意
識
を
把
握
し
、第

二
次
登
米
市
総
合
計
画
に
掲
げ
た

ま
ち
づ
く
り
の
施
策
に
係
る
進

捗
状
況
の
管
理
に
役
立
て
る
と
と

も
に
、令
和
８
年
度
を
始
期
と
す

る
第
三
次
登
米
市
総
合
計
画
の
策

定
に
向
け
、市
民
の
皆
さ
ん
の
意

向
を
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、ま
ち
づ
く
り
市
民
意
向
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
は
、18
歳
以
上
の
市
民
の

中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
５
千

人
を
対
象
と
し
て
、無
記
名
回
答

方
式
で
実
施
し
ま
す
。集
計
結
果

は
公
表
す
る
予
定
で
す
が
、個
人

が
特
定
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

調
査
対
象
者
に
は
、調
査
票
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、調
査
の
趣
旨

を
ご
理
解
の
上
、ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

１
月
15
日（
月
）〜
２

月
２
日（
金
）

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
４
７

　令和６年市消防団出初式を開催します。
消防車両の展示や消防団員による一斉放水
を予定しています。ぜひ、ご観覧ください。

１月７日（日）午前９時30分～11時
登米祝祭劇場

消防本部警防課（消防団係）
☎ 0220（22）1901

ひ と み

　市民バスは、平成17年度の運行開始以降、１回の乗車に
つき100円の運賃で運行してきましたが、人口減少や新型
コロナウイルス感染症の影響による利用者数の減少、昨
今の燃料価格高騰などによる運行経費の増加に伴い、市
の負担割合が増加しており、今後の運行にも影響を及ぼ
す状況となっています。
　今後も市民バスの運行を持続可能なものとするため、
令和６年４月１日から運賃などの見直しを実施します。

▶運賃を200円に改定。ただし、75歳以上の人は後期高齢
者医療被保険者証の提示により100円となります
▶高校生のみを対象としている定期券に一般利用者を追
加し、名称をフリーパスに変更します
▶フリーパスに１カ月、３カ月、６カ月の利用期間を設
け、割引を適用します

まちづくり推進部市民協働課（地域づく
り推進係）　☎ 0220（22）2173


